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　個人的な話で恐縮だが、私が学生時代に現代中国に関心を
持ったきっかけの一つに、山崎豊子氏による『大地の子』と
いう作品がある。初出は『文藝春秋』に連載され、その後単
行本化、1995年に NHKでテレビドラマ化された山崎氏によ
る代表作の一つである。中国残留孤児として中国人の養父に
よって育てられた主人公・陸一心（中国名）の波乱に満ちた
人生が描かれており、作品を構成する一場面として、1960～
70年代に中国を席巻した文化大革命（以下、「文革」と表記）
が描かれている。
　文革期には、反革命的であると評された人物は権力者や一
般の民衆を問わず、時に罪状を首から下げられ、公衆の面前
で罵倒され、暴力を受けることもあったという。ドラマで見
た「革命無罪、造反有理！」と叫ぶ紅衛兵の異様な光景は、
今でも頭をとらえて離れることがない。現代中国研究におい
て、文革期は重要な歴史的時期と位置づけられており、現在
でも世界中の研究者が研究対象としている。
　紹介する資料『中国文化大革命期間報刊・中共中央通知』は、
文革期の中国で刊行された資料群である。本学司書の高木理
久夫氏により現地で収集され、中央図書館特別資料室貴重書
庫にて所蔵している。各資料は『中国文化大革命期間報刊・
中共中央通知所蔵目録』に整理され、その形態や使用目的から、
1）報紙（新聞）、2）通知・公報、3）学習資料・謄写版、4）
学習資料・活字版、5）布告・闘争資料に分類されている。資
料群を構成する各資料は、今から約 50年前に中国で作成・発
行された一次資料であり、それらを手に取って閲覧すること
ができる。中でも興味深いのは、文革という一種の政治運動
の中で、個々の組織や機関に所属する構成員に対して配布し
た、3）の学習資料・謄写版と、5）の布告・闘争資料に関す
る資料群である。
　前者は、謄写版として作成され、各組織・機関で配布され
たものである。文字は手書きで、内容は毛沢東を称賛する記
事がある他、文革期の権力者が進めようとした路線から逸脱
していると位置づけられた政府や中国共産党の指導者が批判
されている。何よりも、これらの資料がガリ版で印刷され、
職場で配布されたことが大変興味深い。
　後者は、文革初期の運動集会で配布された資料で、中には
表紙に当時の所有者の氏名が記されているものも存在する。
本資料には、「社会主義」に反するとされた指導者の言動が批
判されている他、文革という政治的な運動が何を目指そうと
していたのか、当時の時代状況や思想的な背景を知ることが
できる。
　これらの資料群に加えて、先述の目録に記載はないが、高
木氏により収集・寄贈された「毛沢東バッジ（像章）」を所蔵
しており、革命という名分のもとで進行していった毛沢東崇
拝化の一端を垣間見ることができる。
　文革に対しては、1981年に中国共産党によって党や国、人々
に混乱をもたらした内乱であったと全面否定する決議が出さ
れ、多くの被害を生んだ現代史の一ページとの評価がなされ
ている。一方で、文革には、未だに研究者や人々を惹きつけ
るものが存在し、今日の中国の政治・文化を考察する上でも
重要な研究テーマの一つであると言えよう。現代中国の政治・
社会・文化に関心を有する方々に、本資料がより活用される
ことを願っている。
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